
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２５年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 14.旧平井家保存整備事業

5. 社会教育費

2. 文化財保護費 文化課

（佐倉市）　　

第４章
｢明日へつながるまちづくり｣～産業経済の活性化、 23,472

文化・芸術・観光の充実～ 平成23年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策８
「佐倉ならでは」を創造・発信するまちにします 平成24年度 300

平成25年度 510

施策３
歴史的建造物を保全・整備します 平成26年度 20,000

平成27年度 2,662

0

510 510

旧平井家住宅活用のため保存整備工事を行うほか、必要 ・新町地区の商家である旧平井家住宅は、城下町の歴史 ・歴史的建造物の保存とあわせて、観光客など佐倉を訪

備品を購入し城下町の歴史と文化を保存継承し、情報発信する施設とし 文化を伝える貴重な歴史的建造物です。この建物を保存整備と活用の両 れた方の休憩などができる憩いの場所とすることができます。

て整備した上で公開する。 側面から整備します。

　実施計画で先送りの査定を受け、当初より事業 　最低限の補修を行い、実際に施設で事業運用を

が遅れるため、地元・団体との再調整が必要となります。 行いながら、整備計画を煮詰めます。

11 422 124 298

12 88 0 88

差引一般財源 0 510 0 510


